
要旨

　中国は、世界の一流大学、一流学科の所謂「双一流」建設推進のため、国全体が学術振興

へ力を注ぎ、政策、戦略、計画など諸方面から取り組みが行われている。

　本稿では中国教育の現状、大学の発展を阻む学術の腐敗を中心に、１９９９年から２０１２年ま

で実施された拡大募集による高等教育大衆化の状況、問題点、中国の特徴ともいえる発展途

上国ながら大学教育における「２１１」・「９８５」工程から世界一流大学、一流学科建設への教育

の大衆化から差別化を図る傾斜教育の戦略的な転換を取り上げる。

　それと同時に、目覚ましい勢いの陰に隠れて見落とされがちな大学の発展を阻む学術の腐

敗を教員の評価と昇進制度、後を絶たない学術の腐敗、新しい評価制度導入の試みと不安の

諸点から取り上げ明らかにする。

キーワード　大学教育、拡大募集、「２１１」・「９８５」工程、「双一流」、学術の腐敗

はじめに

　中国の普通大学は、文部科学省にあたる国家教育部の直属大学、教育部以外の中央官庁に

属する大学、地方政府の教育部門が管轄する大学、地方政府の非教育部門が管轄する大学お

よび私立大学の５つの区分に分類される。教育部の直属の７５大学（２０１６年末現在）は、高

レベルの主要大学となっている。経済発展にともなう教育重視の政策の下で中国高等教育の

質も向上されつつあり、積極的にグローバル化へのリンクをはかっている。

　１９９９年から中国の大学は拡大募集を実施、２０１１年からは大学の受験を２５歳以上でも可能

とし、大学の入口を完全にオープン化した。これによって、受験者と高校の関心事は単なる

進学より大学を選ぶ時代となった。２００３年の完成年度に伴う第一期の卒業者が出てからは

就職問題がクローズアップされ社会全体の注目を集めてきた。失業率は、民営企業における

発展空間の制限、国有企業の株式制転換上の問題、金融とハイテク産業の低迷などによる構

造上の欠陥などに関係しているが、拡大募集は就職にうまく繋ぐことができなかったことを

示している。拡大募集の実施１３年後の２０１２年４月、教育部は『高等教育品質の全面向上に

関する若干意見』を公布したが、結局拡大募集による教育質、教育環境や教員レベルの低下

を招いたことが伺える。

　中国政府は、２１世紀に向けて優良１００の大学をつくる所謂「２１１プロジェクト」（１）、なお、
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その中からまた、戦略的に大学における研究の質を国際レベルまでに引き上げるために、傾

斜戦略を講じ限られた大学に重点的に投資を行う、いわば「９８５プロジェクト」（２）の実施を

立ち上げた。更に、積極的に国際化を目指し世界の中国を掲げる国策下で、２０１５年１１月５

日に『共に世界一流大学・一流学科の建設を推進する国務院の全体案』（国発［２０１５］６４号）

が公布、実行された。２０２０年までに若干の大学と複数の学科における世界一流レベル入りを

果たし、２０３０年にはさらに多い大学と関係学科のレベルを世界一流学科レベルまで引き上げ、

大学教育全体の実力を向上させ、今世紀中葉までには世界一流大学、一流学科の先頭に立ち、

高等教育の強国を目指す計画である。

　大学の大衆化から重点大学建設への傾斜措置を講じ、世界一流大学・一流学科を作り上げ

ることで輝く中国をアピールすることであるが、急成長を遂げている発展途上国でありなが

ら一流大学・一流学科を同時推進させたいまさに中国の特色ともいえよう。しかし、目覚ま

しい勢いの陰に隠れて見落とされがちな学術腐敗が“一般化”されるほど深刻になっている

のも事実である。本論では、上述の現状下で中国における大学教育の状況、露呈している問

題点を明らかにすることにする。

1． 中国大学教育の現状

　ここでは、大学教育の大衆化に寄与した２００９年より始まった拡大募集から拡大募集抑制に

踏み切った２０１２まで、そして２０１５年に打ち出された世界一流大学一流学科の建設を推進す

るいわゆる教育の大衆化から差別化を図る傾斜教育の戦略的な転換を取り上げる。

　（1）拡大募集に伴う大学教育大衆化と問題の露呈

　表１は１９９９年拡大募集開始から拡大募集停止の２０１２年までの受験者、合格者、合格率の

推移を示している。

　なぜ、拡大募集に踏み切ったのか。その背景を探ると、１９９２年鴆小平氏の南巡講話を契機

に更に改革開放と市場経済の推進を認め、大規模な国有企業の改革が行われ、企業の倒産、

リストラなどにより従来のように大量に大卒生の受け入れはできなくなった。

　１９９６年から大卒生による就職先の選択が試験的に行われ、国による卒業生の就職分配制度

は１９９８年に基本的になくなり、９８年は既に７０％の卒業生の就職活動が自由となった（３）。

１９９２年から１９９８年までの国有企業の制度転換、市場経済改革により大量のリストラ（中国

語：“下岡人員”）が現れ、１９９７年だけで２,１１５万人に達した（４）。１９９０年代はじめからは経済

の過熱によってインフレに見舞われたが、抑制政策によって１９９４年の２４.１％のインフレ率

が１９９６年には８.３％まで下げることができた（５）。１９９８年１１月、経済学者湯敏氏は個人名義

で中央政府に「中国経済の有効な道筋─ 拡大募集倍増に関して」の提案書を送った（６）。大

学募集人数倍増に関する彼の提案は５点であった。①大学生の数は同じ発展レベルの国より

もはるかに低い、②国有企業の改革で生じた大量のリストラ者の再就職と若者の就職との衝

突により悪性循環が現われる、③教育は国民の最大の需要で、拡大募集により内需拡大につ

ながり経済発展に刺激を与える、④平均１教員が７名の大学生教育に従事している現状から
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みると拡大募集について大学には余裕がある、⑤高等教育の普及は中華民族の振興につなが

る。この提案は中央政府により認められ、政府は“内需拡大、消費刺激、経済成長の促進、

就職圧力の緩和“を目標とした拡大募集に踏み切った。

　詳細に関しては表１からも分かるが、拡大募集開始の１９９９年の２８８万人の応募者、１６０万

人の合格者、５０.５６％の合格率から、２０１２年には、９１５万人の応募者、６８５万人の合格者、

７４.８６％の合格率まで向上されたことは拡大募集の大きな成果であり、教育の大衆化に大きく

寄与していることが示されている。

　しかし、大学の拡大募集の実施からさまざまな問題も表面化してきた。問題の一つは、教

育の質の低下とインフラ整備の出遅れであった。例えば、名門の北京大学さえ学生寮が足り

ず（中国の大学は全寮制である）、一部分の学生らは自力で寮を探さなければならない状況に

まで至っている。２００２年北京市教育委員会が北京市５０の大学で行った調査では、６５％の教

員が足りず拡大募集持続は窮地に陥った（７）。湖南省だけで、拡大募集による学生数は４２倍

増となったが、教員数はただの２.１倍増に留まった（８）。もちろん、教員数を急速に増やすと

教員の質的レベルの低下を招く恐れもあるが、両者のギャップは大きい。

　２００３年拡大募集の完成年度にともない、卒業生の進路が全社会の関心事となった。国家

による卒業生の分配制度を無くしてほぼ１０年が経ち、大量の卒業生の就職市場への流入自

体はやがて拡大募集政策による需給関係のねじれ現象が生じた。結果は就職率と収入の低下

につながり、２００９年だけに７００万人の卒業生が就職難に直面した。教育の質の低下と不合理
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表１　拡大募集に伴う大学の受験者、合格者、合格率の推移

  合格率（％）合格者数（万人）受験者数（万人）年 度

５５.５６１６０ ２８８１９９９ 

５８.９３２１１３７５２０００

５９.０３２６８４５４２００１

６２.７５３２０ ５１０２００２

６２.３２３８２６１３２００３

６１.３２４４７７２９２００４

５７.４７５０４８７７２００５

５７.４７５４６９５０２００６

５６.０４５６６１０１０２００７

５７.０５５９９１０５０２００８

６１.６７６２９１０２０２００９

６９.３８６５７９４７２０１０

７２.３５６７５９３３２０１１

７４.８６６８５９１５２０１２

　出所：中国教育部（省）各年度『全国教育事業発展統計広報』、２００７年第８期
         　 『中国入試』により筆者作成



な科目構成などの問題が表面化し、市場の需要に適応できなくなり結局就職難という事態に

陥った。２００９年リーマンショックの影響で就職問題は更に深刻となった。政府は一部分の

卒業生を末端行政組織に配属させると同時に大学院生募集の枠を拡大する措置で就職難の問

題解決に取り組んだが、拡大募集によるマイナスの影響もあってこの政策はあまり理解され

ていなかった。就職難のことは大学生の待遇につながり、やがて農民工並のレベルまで給料

が下がった地域も出てきた。少なくない大学では就職率を偽る問題も発覚、欠けている教育

施設の補充のため殆どの大学では大学施設建築のブームが生じた。結果は、建設規模が膨ら

み巨額の債務を背負うこととなったが、２００７年末まで全国大学における借款は ２,０００億元に

上り（９）、一部の大学では返済のため学費を値上げする、大学の合格ラインを下げるなどの問

題も生じた。債務問題は大学の信用度に大きな傷をつけることとなった。学生の質の低下が

指摘される一方、中国の産業構造は製造業やサービス業の現場が中心で、産業の高度化、高

付加価値化が思うように進んでいないため公務員や金融業、IT 業界など一部の産業を除くと

大学生が求める仕事がなかなか増えず、結局卒業生の就職難が深刻化する一方であった。こ

ういう状況の下で、政府は問題解決の対応策として拡大募集から募集抑制に踏み切ることと

なった（１０）。

（2）質的向上による世界一流大学・一流学科（双一流）の建設へ

　２０１６年末現在、中国では２,８４５の高等教育機関があり、なかに２,５５３の普通大学（４４７の民

営の私立大学、２７５の独立学院（１１）、７の外国との合弁合作大学が含まれている）（１２）。２０１５年

１２月４日の中国教育部 Website によると、高等教育は持続的な大きな発展を遂げており、

２０１４年末在校学生数は３,５５９人で世界１位、大学数は２,８２４で世界２位、大学入学率は３７.５％

で『教育企画綱要』で定めている３６％の目標を繰り上げ実現されている。１９９９年～２０１４年、

教員の数は安定的に増え、教職員は２３３.６万人に達し、なかに専任教員が１５３.５万人で世界１

位の規模に達している。博士・修士学位取得者は５０％、若手・中年教員は７０％をそれぞれ超

えている。なお、２０１５年の大卒者は７５０万人に達している（１３）。

　表２は、中国教育部（省）が２０１０年７月２９日に公布した『国家中長期教育改革と発展計画

綱要（２０１０～２０２０）』のなかで示されている教育事業発展目標である。表２からも分かるよ

うに、２００９年大学生総数は２,９７９万から２０１５年は３,３５０万人、２０２０年には３,５５０万人まで増

やして行く目標である。大学院生も２００９年の１４０万人から２０１５年の１７０万人、２０２０年には

２００万人まで増やす計画であるが、現在全体としては順調に進められていると見られる。

　高等教育の大衆化を掲げてきた中国の大学教育政策は、２０１３年から拡大抑制政策に転換、

さらに世界一流大学、一流学科の建設に踏み切った戦略は世界経済第２大国でありながら未

だに発展途上国である中国にとっては興味深い。中国では、１９９５年に「２１１プロジェクト」

を打ち出し、２１世紀向けに重点的に１００程度の大学と一定の重点学科の建設の目標を掲げた。

１９９８年にはまた「９８５プロジェクト」を打ち出して、“優勢学科創造プラットホーム”と“特

色ある重点学科プロジェクト”を含め、世界一流レベルまでの到達を目指している。こうい

24



う状況からさらに具体的な目標が出されたのが「共に世界一流大学・一流学科の建設を推進

する全体案」である。２０１５年８月１８日中国共産党中央委員会“全面改革深化指導小組”の

第１５回会議でこの「全体案」を含む５つの案が通過され、同年１０月２４日国務院により正式

に「共に世界一流大学・一流学科の建設を推進する全体案」（国�〔２０１５〕６４号）が公表、

発布された。

　具体的に、２０２０年までの第一歩として、若干数の大学と複数の学科における世界一流レベ

ルに、若干の学科の世界一流学科の先頭入りを実現する。２０３０年までの第２歩としては、更

に多い大学と学科の世界一流レベル入りを果たし、複数学科の世界一流学科先頭入りを実現

させ、高等教育全体のレベルのグレードアップをはかる。今世紀の中葉まで一流大学、一流

学科の規模と総合実力の世界一流レベルに、基本的に高等教育強国の目標を実現する。つま

り、２０１６年から５年毎で実行され中葉までに実現することである。『全体案』は、①一流の

レベルを備えた教授陣の育成、②卓越した革新人材の育成、③科学研究レベルの向上、④優

秀文化の伝承・革新、⑤相乗効果推進の尽力、という５項目の実現任務が定められた。
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表２　教育事業発展目標

２０２０年２０１５年２００９年万人・％各種教育

４０００
９５.０
８０.０
７０.０

３４００
８５.０
７０.０
６０.０

２６５８
７４.０
６５.０
５０.９

万人
％
％
％

学前教育
幼稚園園児数

学前１年前入園率
学前２年前入園率
学前３年前入園率

１６５００
９５.０

１６１００
９３.０

１５７７２
９０.８

万人
％

九年義務教育
在校生
進学率

４７００
９０.０

４５００
８７.０

４６２４
７９.２

万人
％

高校教育 *
在校生
進学率

２３５０
１４８０

２２５０
１３９０

２１７９
１２８０

万人
万人

職業教育
中等職業教育在校生
高等職業教育在校生

３５５０
３３００
２００
４０.０

３３５０
３０８０
１７０
３６.０

２９７９
２８２６
１４０
２４.２

万人
万人
万人
％

高等教育 **
在学総人数

在校全寮生数
内：大学院生

入学率

３５０００２９０００１６６００万人次
生涯（継続）教育
在職生涯教育者数

 注：* 中等職業教育学生数含む；　 ** 高等職業教育学生数含む
出所：『国家中長期教育改革と発展計画綱要（２０１０～２０２０）』に基づいて筆者作



　国務院の「全体案」の実施に応じて、各地方では『全体案』に相応した実現の目標を打ち

出している。いち早く行動に出たのが広東省であった。広東省教育庁は、中山大学をはじめ

とする７つの大学と、広州中医薬大学をはじめとする７つ大学の１８項目の一流学科建設の

“ ７ + ７”実現目標を打ち出して（１４）ハイレベル理工系大学建設のプランを掲げた。広東省の刺

激を受けて、地方の各省も引き続き各自の実現目標を打ち出した。北京市は“北京市高等教

育機関ハイテクイノベーションセンター建設計画”（１５）を公表したが、清華大学の“未来チッ

プ技術ハイテクイノベーションセンター”など１３の大学におけるハイテックイノベーション

センターが最初の認可を得た （１６）。上海市が実行している“高峰高原重点学科建設計画”は、

第一段階で３６億元を投入して２０２０年まで上海市高等学校学科全体のレベルをグレードアッ

プし、２０位の一級学科とその他若干の学科における国際一流レベル入りを実現させる（１７）。浙

江省は「浙江省一流学科選別に関する浙江省教育庁の通知」を発布したが、主に２０１６年～

２０２０年までに一級学科の建設を推進することである（１８）。遅れている中西部地域も踏ん張っ

ている。陝西省政府は「陝西省高等教育機関学科建設発展企画（２０１６～２０２０）」を公表した

が、主として、５年間をかけてイノベーションの条件を整え、人材養成、新しい成果を生み

出す国際著名、国内優位性をもつ学科を建設する（１９）。河南省政府も「河南省における競争力

あり、優位性をもつ学科建設実施案の通知」を公表し、世界一流レベルの競争力ある学科と

総合実力として全国上位クラスに入る特色ある学科の建設をアピールした（２０）。

　学科をベースにして世界一流の大学とハイレベル大学を建設することが、上記計画の共通

点である。一流大学、一流学科建設政策の推進下で中国の大学教育は地域発展における新し

い時代に入っていることが示されているが、地方にせよ、中央にせよ、一流学科なしで一流

大学の建設は机上の空論である。

　１９９５年からの「２１１プロジェクト」実施と１９９８年の「９８５プロジェクト」の実施によって、

重点大学と重点学科は整備され進められている。しかし、欠けている競争メカニズムの構築、

学科の重複、カリキュラム上の不備などで真の競争力がある資源の整合性、創造性などが問

題視されつつあった。こういう状況下で政府は、“一流を目標、学科をベース、効果をテコ、

改革をパワー”という目標実現の基本原則を定めた。例えば、国内で先頭に立ち世界のハイ

レベルまで至っている学科を擁する大学に対しては政府が全力バックアップして世界一流大

学のレベルまたは先頭入りを応援する、いくつかの領域では国内の先頭に立ちながら世界の

同分野内では競争力がある学科の大学に対しては学科建設に重点的にバックアップし世界同

分野大学の先頭入りを応援する、あるハイレベル学科を持つ大学に対してはその学科の世界

ハイレベル入りを応援する。総じて、学科建設は大学教育のベースであり、大学のコア競争

力であると同時に特色ある中国のハイレベル研究型大学建設の道筋であると認識している。

（3）大学教育の質的向上に伴う傾斜措置実施の効果

　表３は、進んでいる東部と中レベルの中部と遅れている西部における関係省・直轄市一人

当たり教育費の支出額である。大学教育の質的向上のため行っている傾斜措置によって地域

間の差異が大きい。表に示されている教育費からも最大で２～６倍の差があることが分かる。
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西部地域の貴州大学学長は、６３年間当該大学への政府の投資額は９８５大学である浙江大学の

３ヶ月分に過ぎないと指摘しているが（２１）、差異の大きさは明白である。

　ちなみに、傾斜措置実施によって予算上恩恵を受けているいくつかの大学の２０１６年度予

算をみると（２２）、清華大学１８２.１７億元、浙江大学１５４.２８億元、北京大学１５３.１１億元、上海交

通大学１１８.０３億元である。その他大学の予算は１００億元を超えている大学は皆無だが、５位

の復旦大学が７８.８０億元、６位の武漢大学が７８.２３億元、７位の山東大学が７７.２８億元、８位

の中山大学が７３.９６億元、９位の華中科技大学が７０.４７億元、１０位の天津大学７０.３１億元など

である。トップの清華大学と最下位大学との差は１７９億元に達している。

　差別化をはかり傾斜措置の実施によって、恩恵を受けている大学の質は向上されつつある。

２０１５年６月１７日のイギリス『Nature』誌が公表した「Nature Index ２０１５ Global」によると、

WFC（Weighted Fractional Count）による自然指数（Nature Index）の評価分析で中国科

学院自然指数は世界研究機関中１位を占めている。半年後１２月１７日の「Nature Index ２０１５ 

China」では、２０１２年から２０１４年までの期間中、中国の科研成果の産出は３７％増に対し米

国は４％減であったと示した。現在、世界ハイテク科研の総合貢献度は米国に次ぎ２位と

なっており、米国と日本における優勢は下がりつつある（Traditional strongholds of US and 

Japan experience a notable drop in their research output）と指摘している（付表１参照）。

表４は、中国におけるWFC評価上位１５大学のリストとその実力である。表からも分かるよ

うに、取り上げている大学すべては、大学教育の質向上のため傾斜措置の恩恵を受けている

大学である。

　研究開発（R&D）を大いに推進し、多額の予算で海外から研究者を招き、教育の質的向上

に努めているが、投じた国の投資額だけで１.４兆元に達する。これはニュージーランドの年

間 GDP に相当する（２３）。中国の一貫して行われてきた設備投資から科学研究に大いに投資を
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表３　関係省・直轄市における教育費

教育費 / １人・元省・直轄市

２４３８０.４北京市

１５３４９.２上海市

１０６２２.１８広東省

９８２６.９２天津市

８７７１.４浙江省

８１５６.８３江蘇省

４５３１.２７湖南省

４２３６.３３江西省

４０９９.８８河南省

４０７８.５７安徽省

４０００.７８四川省

 出所：百度百科



行っている”選択と集中”が伺える。

　２０１５年６月１０日 英国の The Times Higher Education は、アジアにおける大学ランキン

グを発表したが、上位２０校のリストは表５の通りである。

　東京大学はアジア首位の座を死守したものの、トップ１００入りを果たした大学の数では、

中国がはじめて日本を追い越してトップに立った。上位１０は、日本、シンガポール、香港、

韓国、中国の５カ国・地域が占めているが、それぞれ２大学ずつであった。しかし、上位

１００では、中国は２０１４年の１８大学から２０１５年の２１大学に躍進、日本は逆に２０１３年の２２

大学、２０１４年の２０大学から２０１５年は１９大学と減り、アジアで第２位に転落した。中国で

は２０１５年に新しく３大学が上位１００入りを果たしたが、なかでも北京大学が４位、清華大学

が５位と、ベスト１０入りを果たした。日本では東大と京大のみが上位１０に入っているが、

京都大は２０１４年の７位から２０１５年の９位と２つの順位を下げるなど、日中間の競争ぶりを

物語っている。

　いうまでもなく、中国政府は傾斜措置として「２１１」、「９８５」プロジェクト実施に相当力を

入れており、各大学もグローバル化のなかで競争力の向上に尽力していることを示している。

　さらに世界の一流大学、一流学科建設のため、中国政府はいち早く競争力ある９０の大学か

ら国家１級学科、２級学科の認定を行った（２４）（付表２参照）。

　国家１級、２級レベルの学科に認定されている上記の９０大学の中には、１、２級学科の認

定はないが、今後期待される重点育成学科を有する大学が２校含まれている。国から認定さ

れた国家１級学科は計２９５で、９０大学のなか、国家１級学科に認定されていない大学は計３０
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表４　中国WFC評価上位１５の大学

WFC 値大　学　名順位
２７５.５３ 北 京 大 学１
１９４.８７ 清 華 大 学２
１９４.５７ 南 京 大 学３
１７５.７３ 中 国 科 技 大 学４
１５０.４２ 浙 江 大 学５
１２９.２３ 復 旦 大 学６
１１３.７７ 南 開 大 学７
９８.８ 武 漢 大 学８
９７.９ 吉 林 大 学９
９５.９９ 上 海 交 通 大 学１０
７９.４１ 中 山 大 学１１
７６.８２ 四 川 大 学１２
７６.０２ 厦 門 大 学１３
７１.１８ 中 国 科 学 院 大 学１４
６９.９９ 蘭 州 大 学１５

 出所：Nature　５１６, s７７-s ８４（１８ December ２０１４）



ある。国家１級学科はほぼ名門大学に集約され、研究分野における大学間の格差は明らかで

あるが、政府による世界一流大学、一流学科建設を目指している傾斜措置が伺える。

　世界一流大学・学科建設を目指す中国大学教育で、鮮明に打ち出しているのが国際化であ

る。つまり、①教育の国際化、②研究の国際化、③教員レベルの国際化、④大学経営の国際

化、⑤大学の国際的責任、である。具体的に取り上げると、

　①教育の国際化。主として大学の教育の質を高め、国際的に認められている一流大学の教

　　育に匹敵する大学教育体系の構築である、

　②研究の国際化。科学・学術研究のレベルを高め、研究ネットワークの構築、学術・科学

　　研究活動を強化する、

　③教員レベルの国際化。教員の教学レベルを向上させ、世界一流の大学教授、機関との交

　　流、協力ができるように、

　④大学管理の国際化。大学管理の戦略、国際化へのリンクの構築である、

　⑤大学の国際的責任。CSR の大学版である。

　総じて、世界一流大学、一流学科の推進を目指す政府の『方案』の下でその実現が期待さ

れている。
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表５　２０１５年アジア大学ランキングと前年比

２０１４年２０１５年国 / 地域大学名
１１日 本東 京 大 学
２２シンガポールシ ン ガ ポ ー ル 大 学
３３香 港香 港 大 学
５４中 国北 京 大 学
６５中 国清 華 大 学
４６韓 国ソ ウ ル 大 学
９７香 港香 港 科 技 大 学
８８韓 国韓国科学技術院 （KAIST）
７９日 本京 都 大 学
１１１０シンガポール南 洋 理 工 大 学
１０１１韓 国浦 項 工 科 大 学 校
２９１２ト ル コ中 東 工 科 大 学
１２１３香 港香 港 中 文 大 学
１９１４ト ル コボ ア ズ イ チ 大 学
１３１５日 本東 京 工 業 大 学
２７１６韓 国成 均 館 大 学 校 （ S K K U ）
１４１７台 湾国 立 台 湾 大 学
１５１８日 本大 阪 大 学
２４１９ト ル コイスタンブール工科大学
１６１９日 本東 北 大 学

出所：The Times Higher Education （英国）２０１５年６月１０日により筆者作成



2． 大学の発展を阻む学術の腐敗

　上述の如く、世界の一流大学、一流学科の建設推進のため、国全体が学術振興へ力を注ぎ、

政策、戦略、計画など諸方面から取り組みが行われている。しかし、このパフォーマンスの

陰に隠れて見落とされがちな学術腐敗は撲滅されていないのも現状である。露呈されている

課題も少なくない。ここでは、主として以下の３点についてとりあげる。

　（1）教員の評価と昇進制度がもたらす弊害

　１９６１年、米国の科学論文引用索引（Science Citation Index （SCI））が立ち上げてから、相

次ぎ社会科学分野の引用文献データベース（Social Sciences Citation Index SSCI）、芸術およ

び人文雑誌文献の学際的索引（Arts and Humanities Citation Index A & HCI）など人文、社

会および芸術学科における学術研究成果が文献データベースに収録されることとなった。半

世紀以来、SCI、SSCI、A&HCI および米国現代言語協会英語論文作成ガイド（The Modern 

Language Association of America  MLA）は世界の学術分野に普及され、中国も当然取り入

れている。１９８７年、中国科技情報研究所が始めて SCI を導入、研究機関と研究者の評価基

準として位置づけられ国内研究論文収録の数が急増した。各大学にも相次ぎ普及し、SCI は

一気に中国全土に広がった。１９８０年代末南京大学が率先して評価基準として SCI を採用、

１９９２年から １９９８年まで当該大学のSCIにおける論文収録数は全国でトップの地位を保った（２５）。

　人文社会科学領域における最初の評価基準は２０００年南京大学社会科学研究評価センター

出版の中国語社会科学引用索引（Chinese Social Sciences Citation Index  CSSCI）であった。

CSSCI の下で当該大学の核心機関誌、北京大学核心機関誌、中国人文社会科学核心機関誌、

中国人文科学新聞核心機関誌とともに巨大なネットワークが形成され、評価基準として基礎

が固められた。こういう評価基準の下で各大学は各自の教員評価の標準を設けていたが、評

価と職務昇進の基本となる基準は学術論文とその数であり、現在に至っている。

　教員の昇進にかかわる評価・審査は、大学毎によって異なっているがおおよそ共通点は以

下３点にまとめられる。

　１）所属学部への申請。昇進を申請する教員は一定の学術研究成果論文を提出。教授によ

り組織されている教授委員会（日本の教授会とはやや違う）で、投票による申請者の申請資

格を決める。２）学部による学術審査・評価が通れば、大学は外部の同領域の専門家を招き

匿名審査・評価を行う。３）学部の学術委員会は外部審査委員会の審査評価に従って、投票

で昇進を決め、大学当局に報告、最終結果が下される。

　従って、教員における評価と職務昇進の基本となる基準は学術論文とその数である。教員

の職務昇進、受賞、ボーナスなどは全て発表論文の数量で評価し、掲載論文・プロジェクト

の数が多ければ多いほど直接准教授、教授への昇進、受賞につながる。中国の特徴ともいえ

る、教育組織の上に置かれている行政組織の支配下で教員への評価・昇進が行われ、各自の

プロジェクト数・論文数の多少によって授与される奨励も増えてくる仕組みであるため、学

術研究の様々な不正に関しては目をつぶって知らない振りをしているのが現状である。学術

体制管理はほぼ計画経済時代の行政管理モデルで変わることなく現在に至り、学術成果の評
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価は内容より量を重んじているため人々に新しい創造、イノベーションより表面作業に偏る

傾向が一般化されている（２６）。実際、中国の大学における科学研究成果の転化率は低く１０％

までも行かない （２７）ことからも学術価値より数を重んじていることへの理解は難しくない。

しばしば問題として指摘されたのは、権限を持っている教授委員会と学術委員会による投票

への不信感であった。仮に素晴らしい研究業績で、同専門内ではほぼ問題なく認められてい

ても、学部・学科における人間関係の良さによって最初の投票で否認される可能性があるか

らである（２８）。

　こういう制度下で、人々は誰よりも論文の数、人間関係の重要性をしみじみと感じ、やが

てこれがまた不正の温床となってしまうが、もう一つ陰に隠れて見落とされがちな出版社に

おける裏取引も甚だしく、腐敗の震源の一つともいえる。論文数によって昇進などが決めら

れる現状下で、論文誌、機関誌、出版社の編集部は裏取引の重要場所となっている。出版社・

論文誌のランキングによって、取引金額の相場も上がり、論文１篇掲載に１万人民元から二

桁の万元までなっているのは公然の秘密である。

　（2）後を絶たない学術の腐敗

　教員の評価・昇進は主として論文の数によって決めている制度下で、研究成果論文の真偽

性、人間関係、研究組織を凌駕する行政組織の権限多大化などが実際学術腐敗の温床となっ

て、腐敗が蔓延し大学の発展の障害となっている。論文の盗作・剽窃、捏造、データの偽造、

論文・著作の丸ごと不法利用、外国のものも恐れず盗み取るなど学術の腐敗が一般化してい

ると共産党メディアの人民日報さえも認め、警告の鐘を打ち鳴らしたが（２９）。学術腐敗の“一

般化”とは、珍しくないことで抑制の歯止めがきかなくなっていることを示している。

　実は２００９年、上記問題は既に大きな社会問題としてクローズアップされた経緯があった。

中国科学技術協会が全国の科学研究所や大学、大学院、企業、農村、医療機関などで働く科

学技術者３万２１００人を対象に行った「全国科学技術従業者状況調査報告」（有効回答３万７８

人）の発表によると、５０％近くが「現在の科学技術学界には不正行為が普遍的に存在する」

と認めており、論文の盗作や研究結果のねつ造、論文の使いまわし、代筆などの行為が学界

内に蔓延していることが明らかになった。さらに「他人の研究成果の盗用」については

５１.２％の回答者が「かなりの数で存在する」、「自分の周囲で不正行為を見たことがあるか？」

との質問には、過半数の５５.５％が「ある」と答えている（３０）。しかし、驚くべきことに、多く

がこういった行為に同情し、２０％の科学者が許してやるべきだと考えている（３１）という状況

下では上記の“一般化”への理解は難しくない。

　名門大はこういった行為に同情し、２０％の科学者が許してやるべきだと考えている（３１）。こ

うした状況下は大学の学長、日本の学士院に当たる科学院・工程院士、教授から大学院院生

に至るまでごまかしをする人は増えつつあり、さらに益々その行動が“大胆”になっている。

論文剽窃、データ偽造は日常の茶飯事で他人の論文や著作などが平気に占有され、著名人の

ものはともかく海外の論文、作品も恐れず盗み取り不法に占有されることなどが絶えず起き

ている。「全世界の前に中国学術界のイメージが非常に見劣りがある」という表現さえもで
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た（３２）。

　中国政府の公式発表では、国際論文誌に発表されている中国の論文数は米国に次いで世界

２位（３３）になっている。しかし、すべての内容が実際に精査されているわけではなく、上述の

学術論文の盗作や代筆などの不正が蔓延されている現状下では、論文の真偽性、中国人科学

者の信用問題にもつながる恐れがあると指摘している（３４）。

　２０１５年９月１６日に開催された「２０１５年度首都高等教育機関道徳と学風建設宣伝教育報告

会」で、中国科学技術協会主席韓啓徳氏は、６４篇の研究論文が偽造などの不正問題の発覚で

海外の機関誌から掲載取消処分を受けたことを明らかにした。２０１５年８月、著名な出版社、

メディア大手の Springer（独）傘下の１０の学術刊行物側は、掲載済みの６４篇に上る中国論

文の明らかな偽造問題が発覚したため掲載取消処分を公表した。韓氏は、“中国の科学者の

道徳と学風建設は非常に厳しい状況下に置かれ、任務の遂行は容易ではない”と語った。実

は半年前の３月、英国医学・科学専門の BMC 出版社（Bio Med Central）はすでに中国の４３

篇の研究論文の掲載取消処分を下したばかりでもあった。この処分を受けたリスト中には著

名な中国医科大学、四川大学、山東大学と上海交通大学医学院などが挙げられている（３５）。こ

の２つのケースは共に、“同分野における審査員の査読の結果、中国論文の偽造問題が発覚”

した（３６）。「こうした問題は中国が科学研究分野でトップレベルに立つという目標の実現に疑

問を提起するだけでなく、外国の科学者が中国の科学者と共同研究をしたいという気持ちを

削ぐ恐れさえある」と指摘している（３７）。

　不正は、教員、研究者のみならず大学院生までに“普及”している。２０１３年元旦、教育部

は初めて学術腐敗是正に関する『学位論文不正に関する処分弁法』を公布、実行となった。

この規程には、学位論文不正行為者の学位資格の取り消し、当該大学に徹底的に学位審査制

度の再構築を促すなどの諸規程と措置が明記されていた。

　例えば、２０１６年１月、名門の山東大学歴史文化学院修士論文の剽窃が公となった。大学

院公文書専攻修士生の２０１３年４月“公文書開放利用と情報安全保障の研究”の修士論文は１

年先の２０１２年４月安徽大学大学院修士生の“公文書開放利用の安全保障研究”と題する修士

論文をほぼ丸ごと剽窃した（３８）。実は、２００９年西南財経大学大学院の修士論文“我が国の貨幣

政策が株式市場に与える効果研究”は東北師範大学大学院金融学専攻修士論文の一文字も変

えず丸ごと剽窃され２０１４年に学位剥奪処分を受けたばかりであった（３９）。不正はさらにエス

カレートし、同じゼミ先輩後輩の学位論文の盗作問題も公になった。名門の東北師範大学大

学院中国古代文学専攻の０５年級と０６年級修士修了論文のテーマ、サマリー、キーワード、

参考文献、本文の内容もほぼ同じで、当然同一指導教授の門下生であった（４０）。

　大学院への進学は、より専門的な学習、研究の能力を身につけることは建前のことで、本

音は学位証書一枚を手に入れることによってよりよい仕事に就きたいことにある。こういう

心理的要素に拡大募集以降、大学院への入学・修了が従来により“楽”になった外因がミッ

クスされ、平気で剽窃する非行の温床の下で仮に盗作が発覚されても別の論文に切り替えれ

ばいずれ修了できると思っている院生は少なくない。さらに「ニセ」の大学卒業証明書、成
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績証明書は平気で売買され、インターネットでの「購入」もできる。ひいては「本物」の卒

業証明書や成績表さえ買うことができる。要するに、カネとコネさえ使えばできないことは

ほとんどない。こういう風潮の下で、真面目に勉強し研究することはかえってばかばかしく

なる。学術腐敗の社会の風潮下で、大学教授さえも平気で剽窃することが珍しくない中で大

学院生は羞恥感を忘れ互いに“学ぶ”わけである。

　評価体制の不備下で、評価の行政化、人情、コネ、派閥などの勢いが増して学術評価の本

来の意味が失われ、不正蔓延の空間が広がっていることは明白である。ネットワークの発展

をうまく利用してコピー・貼り付け、孫引きばかりを考えこれを自分の利益に結びつけて取

引の用具として利用し、みせかけのニセ成果・学問にしている。学術会議、成果鑑定、資格

審査、プロジェクト審査の過程でおいても、接待、袖の下の取引、コネが横行している。教

授になると終始「プロジェクト」漬けの生活を送るようになり、学部生に授業をすることは

少なくなる、などなど数え切れない。不正、腐敗是正に関する関連法制度の不備がかなり原

因となっていることが伺える。

　（3）新しい評価制度導入の試みと不安

　学術腐敗の取り締まりキャンペーンは一貫して実施されているが、一つ注目されているの

は、２００９年３月１９日教育部により公布された『厳しく高等教育機関学術不正行為の処分に

関する通知』である。教育部は始めて学術腐敗を詳しく７つに分けて定義したことは興味深

い。この７つの学術腐敗とは、①盗作、剽窃、丸ごと不法利用、②学術成果の改ざん、③デー

タ、文献の改ざん、事実の捏造、④注釈の作り上げ、⑤他人の学術成果に自分の名を入れる、

⑥許可を得ず他人の署名を使う、⑦その他学術不良行為、である。通知自体は問題是正のた

め公布したものだが、逆にいかにも腐敗が蔓延しているかが伺える。通知では、上記の腐敗

を決して甘やかさなく、厳しく対処すると強調している。これは、学術腐敗に関する政府の

強い意志を示していることを明らかにしているが、容易なことではない。

　教員昇進にかかわる評価・審査における大きな社会問題がクローズアップされ、その解決

に注意を払っているのも事実である。例えば、復旦大学は、論文数のみの審査・評価ルール

から学術評価の“代表作”による評価・審査制度に変えて実施されている。復旦大学は最初

の２０１０年時に取り入れた准教授に昇進する際の論文５篇、教授に昇進する場合の論文１０篇、

そして若干篇の国内外“核心論文誌”、“権威論文誌”に載せている論文とその数という形式

的に堅い評価の基準で行われた教訓を踏まえ、２０１２年より新しい評価基準に踏み切ったわけ

である。

　今までの堅いルールを取り止めて“代表作”を以て昇進の申請ができるという新しい制度

の試みである。申請者が自信ある研究成果を出せば、専門家の厳格な評価・審査を得ること

ができる。代表作が１篇でも、“核心・権威”の論文誌に掲載されていなくても申請の資格が

あると定めている。現行の大学、学部の評価基準における審査・評価が難しい場合、①自ら

学部へ直接申請ができ、１～３篇の代表作を提出、②学部の申請に従い大学は外部より無作

為で同分野における５名の審査委員を要請し、匿名審査を行う。“非常に優秀”、“破格昇進可
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能か否か”、“適任か否か”などに分けて学術評価を行い、③最終的には専門家の意見を踏ま

え大学当局が昇進・招聘を決める。

　実施以来、２０余りの教授昇進の申請、２０名弱の准教授昇進の申請者がでたが、上記のルー

ルに従って評価を経て最終的に１/３の申請者が正式に招聘された。大学は、今後更に広げて

推進すると言明している（４１）。しかし、避けられない厚い人間関係を重んじている社会風潮下

で、不安感を持っている人は少なくない。

　なぜ、学術腐敗問題の是正はあまり進まないのか。様々な面が考えられるが、主な理由と

しては、改革開放推進の１９８０年代から９０年代初までは、国全体の学術研究に対する責任と

評価制度が整備されておらず脆弱だったことが上げられる。９０年代経済の高度成長と市場

経済推進下のもとで、昇格・昇進や報奨金などに対する評価基準は、論文の内容・質ではな

く数量によって判定される制度に偏っており、不正に関する罰則規定の整備も遅れていた。

業績評価、人事昇進などについて、質、効果を重視するのではなく、一貫して発表論文の数、

SCI（Science Citation Index）の引用件数などを評価の主項目として取り込んでいた。学術

不正の概念、分類、要素などへの定義もまだはっきり定められず、学術不正の賞罰に関する

関連法律も完全に整備されていない。こういう状況下で、後を耐えない学術腐敗問題を問い

かけて共に考え、単なる表面上の不正の是正のみでなくあらためて人間の道徳・良心の形成

の課題および科学的な評価体制の整備が必要であるのはいうまでもない。

おわりに

　本稿では中国教育の現状、大学の発展を阻む学術の腐敗を中心に、１９９９年から２０１２年ま

で実施された拡大募集による高等教育大衆化の状況、問題点、中国の特徴ともいえる発展途

上国ながら大学教育における「２１１」・「９８５」工程から世界一流大学、一流学科建設への傾斜

措置の実施、教員の昇進・評価に関する固い制度下で不正が一般化されつつあり、教員から

院生に至るまで蔓延している学術の腐敗を取り上げた。大手の財新網によると（４２）、２０１４年

から２０１５年１２月までの間、中国全国５４大学の責任者が共産党規律検査委員会の調査を受け

たが、中には１７の“２１１工程”、“９８５工程”の著名大学の者が含まれ、規律違反案件に係わっ

た者は７３名に上る。各省の規律検査の調査を受けた４８名のなかで、１４名は共産党党籍剥奪、

公職から追放され、３２名は更に審査を受けている。なお、教育部（省）から通報された３５名

の規律違反被疑者のなか、１１名が警告処分、６名が厳重警告処分をうけた。とくに、２０１５年

１１月、中国伝媒大学（メディア大学）腐敗問題が公になり、学長をはじめとする８名の責任

者が規律違反問題で処分を受けた。主に、学生の募集、キャンパス建設、科研費などが問題

発生の要因となった。それ以外、監督力の弱さ、公費による観光、私物化などが取り上げら

れ、その腐敗を物語っている。

　大学の教員は、終始プロジェクトの申請、論文書き、諸書類の提出、学会での報告などで

精一杯である。自分の研究と学術分野の仕事に忙しく過ごしているのは一種の楽しみでもあ

る。しかし、一方では教員の昇進、業績審査などが非常に具体的かつ数量化された論文の数、
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プロジェクト、研究成果などのハードルをクリアすることが求められる。こういう形式的な

固い昇進・評価制度自体が一種の腐敗を生む温床となっているのではないか。

　中国の深セン市は昔の漁業など中心の田舎の町だった。１９８０年５月に経済特区に指定さ

れて以来、国の傾斜措置、莫大な外国投資を誘致し、同国屈指の世界都市に、金融センター

としても重要性を持つ都市として成長し、２００７年に１人当たり中国の都市で初めて GDP が

１万ドルを突破した（４３）。このように、国が全力で傾斜措置を講じ、バックアップすればその

発展も早い。中国における大学教育の発展もそうである。世界一流大学、一流学科の建設を

目指し全力を挙げていくという政府の戦略からもその目標の実現は可能であろうと考えられ

る。

　しかし、経済発展にともない教育重視の政策の下で中国高等教育は質的に向上されつつあ

り、積極的に国際化へのリンクをはかっている反面、“一般化”されている学術不正にともな

う腐敗は後を絶たない。２０１０年９月９日に出版された、英科学誌『ネイチャー』のコラムに

「浙江大学学報」編集部主任張月紅の「中国のある学術雑誌の投稿論文は３１％が盗作」、が

掲載された（４４）。まさに不正は甚だしい。問題は、盗作論文なのになぜ投稿させる、投稿でき

るのかである。また、中国人民解放軍総病院（３０１医院、軍の最高級病院）の李春霖教授が

海外博士論文の重要なデータを剽窃したため、Molecular and Cellular Biochemistry 論文誌

から掲載取消処分が下されたと報道されている（４５）。こういう事例は数え切れないほど多い。

科学技術振興、一流大学・学科の建設などのスローガンを掲げていても、不備な法制度と評

価体制、そして何よりも重大なのは学術文化に従事する者の倫理・道徳の向上の課題であり、

遠い超大国への路でもあろう。一方では、世界一流大学・一流学科建設のパフォーマンスと

その勢いは上昇しつつあるものの、一方では学術腐敗が蔓延し真の大学の教育、研究の実力

成果はどのように判断すべきなのか。これからの推移とその方向を興味深く見守る次第であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２０１６. ９. ３０受付／２０１６. １１. ３０受理）

　　

注
（１）２１１工程（Project ２１１）は中国教育部が１９９５年に定めたもので、２１世紀に向けて中国の１００の大

学に重点的に投資していくとしたもの。これら大学は「２１１工程重点大学」あるいは「２１１重点大

学」と呼ばれ、それまでの「国家重点大学」という言葉に取って替わった。現在、普通大学が１０９

校、軍学校が３校、合計１１２校がある（２０１６年現在）。

（２）９８５工程（Project ９８５）は中国教育部が１９９８年５月に定めたもので、中国の大学での研究活動の質

を国際レベルに挙げるために、限られた大学に重点的に投資していくとしたもの。当時の江沢民国

家主席が北京大学の創立１００周年に際して、初めて言及した。現在、普通大学が３８校、軍学校が

１校、合計３９校がある（２０１６年）。９８５工程大学の数は２１１工程大学より少ないが、国からもらう

予算、就職、進学面では優位性を持っている。いま中国では、９８５工程は、“世界一流大学工程”と

も称している。

（３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１２年８月１７日
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（４）　　　　　　　　　　　『社会学研究』１９９９年 , （５） pp.１９-２０

（５）『南方週末』２００８年２月２５日

（６）『中国成人教育』 ２０１５年１４期

（７）人民網（人民日報）　「強国社区」２０１４年９月２８日

（８）２０１５年４～５月、湖南省懐化学院、湘譚大学、湖南師範大学、湖南工業大学などで行われた筆者

の聞き取り調査

（９）葛輝文「高等教育の転換は誰が決めるのか」湖南常徳日報 ２０１４年６月９日

（１０）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   北京日報２０１２年４月２６日

（１１）独立学院は公立の一般大学と民間の投資者（または投資機構）が連携して設立した高等教育機関

の一種である。 独立学院が実施する教育は主に普通大学学部レベルの教育であり、学生に徴収す

る学費も一般公立大学よりはるかに高い。 組織上公立大学の下に属するため誕生した当初は公立の

性質が認識されたが、２００８年の中国教育部令『独立学院設置と管理方法』によって、今は「私学」

であることが認められる。

（１２）『国家中長期教育改革と発展計画綱要（２０１０～２０２０）』　　　　

http://www.moe.gov.cn/srcsite/A01/s7048/201007/t20100729_171904.html　２０１５年１２月２５日ア

クセス

（１３）北京晩報 ２０１４年１０月２１日

（１４）　　　　　　　　　　　　　　    ２０１５年７月２日

（１５）北京市教育委�会京教研〔２０１５〕１号 ２０１５年３月２７日

（１６）北京晩報２０１５年１０月２８日

（１７）中国教育報２０１５年９月２９日

（１８）浙江省教育庁浙教高科〔２０１５〕１２６号 ２０１５年１２月４日

（１９）陜西省教育庁２０１５年１１月２５日

（２０）河南省教育庁教高〔２０１５〕１０８５号２０１５年１２月１２日

（２１）２０１６年３月１３日 CCTV １３channel ニュース

（２２）「７３所教育部直属高校予算」新京報（電子版）　２０１６年５月１３日

（２３）　　　　　（韓国）网站２０１６年４月２９日

（２４）中国の大学における学科の分類であるが、１級学科は学科の大分類、２級学科はその下のサブ分類

である。例えば伝統的な、中国言語と文学 / 中文は１級学科で、具体的に下の中国古典文学、中国

現代文学、比較文学、文化芸術および言語方面の専門は２級学科である。

（２５）周建平、謝若含「高校青年教師陥科研教学双重圧力晋難度大」『南方人物週間』２０１６年１月２１日

（２６）唐捷等 「論我国学術造假的成因及杜�対策」『中国集体経済』 ２００７ No.１１  pp.１８１-１８２.

（２７）中国経営報（No２１１１）　２０１５年５月２５日

（２８）前掲（２５）

（２９）人民日報 ２００９年２月６日

（３０）京華時報 ２００９年７月１１日

（３１）人民日報 ２００９年２月６日

（３２）中国青年報 ２００１年８月２０日

（３３）環球時報 ２０１０年４月１５日

（３４）「中国で学術論文の盗作や代筆が横行、信用問題にも」AP 通信 ２０１０年４月１１日 『レコードチャ

イナ』２０１０年４月１９日掲載

（３５）The Washington Post ２０１５年３月２７日記事、「参考消息」２０１５年４月１日掲載

（３６）人民日報 ２０１５年９月１８日
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（３７）AP 通信　２０１０年４月１１日記事　「環球時報」２０１０年４月１５日掲載

（３８）「山大承認一档案学碩士論文為抄襲 学校将処罰」膨湃新聞 ２０１６年１月２５日

（３９）「題目から参考文献まで丸ごと剽窃」華西都市報 ２０１６年１月３１日

（４０）科学網２０１６年２月２３日　http://blog.sciencenet.cn/blog-６９４７４-９５８０５５.html ２０１６, ２, ２５アクセス

（４１）姜泓冰「�旦大学在全校推広代表作評審制度淡化以往職務評聘的“硬杠杠”」人民日報 ２０１２年３月

２８日

（４２）Caixin. com  ２０１６年３月３日

（４３）深セン市統計局　２００８年１月２８日

（４４）文匯報（香港）“Chinese journal finds ３１％ of submissions plagiarized”２０１０年９月１６日　『レコー

ドチャイナ』２０１０年９月１７日掲載

（４５）郭川「３０１医院教授論文抄撃�博士論文猿年被撤 」『今日科学』２０１６年２年１２日

〔謝辞〕

　本稿の執筆にあたり、２名の匿名の先生から有益なコメントを頂き、この場を借りて心よ

　り感謝申し上げたい。なお、本稿の誤り、不備の責任は全て筆者に帰するものである。
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付表１　中国大学におけるトップ１００研究機関

CHANGE IN 
WFC ２０１３-２０１４

AC
２０１４

WFC
２０１４

WFC
２０１３INSTITUTION２０１４

６.７％１,０１９２９３.８６２７５.５１Peking University（PKU）１

９.４％５１８２１５.０８１９６.５２Nanjing University（NJU）２

８.３％６６６２１１.３９１９５.１５Tsinghua University（TH）３

１０.３％５６１１９３.９０１７５.７８University of Science and Technology of China（USTC）４

２７.７％３６４１９２.１３１５０.４４Zhejiang University（ZJU）５

２８.４％３５６１６６.２１１２９.４２Fudan University６

－ ０.４％３０６１２４.３４１２４.８５Institute of Chemistry（ICCAS）, CAS７

　 ８.２％２１０１１４.２５１０５.６２Shanghai Institute of Organic Chemistry （SIOC）, CAS８

５８.３％１８６１１０.３８６９.７２Lanzhou University（LZU）９

１２.５％２９０１０８.０６９６.０１Shanghai Jiao Tong University（SJTU）１０

７.６％１８９１０４.９３９７.５０Jilin University（JLU）１１

－ ２.０％ １６４９６.９３９８.９０Wuhan University（WHU）１２

２５.７％２１５９５.５６７６.０２Xiamen University（XMU）１３

－ １７.７％２３０９３.４３１１３.５２Nankai University（NKU）１４

２１.５％１７７９３.３６７６.８３Sichuan University（SCU）１５

４０.１％１６９９１.４３６５.２５Soochow University１６

１３.０％１９３８９.７２７９.４３Sun Yat-sen University（SYSU）１７

２５.１％５２４８９.１２７１.２１University of Chinese Academy of Sciences（UCAS）１８

１３.８％２６７８７.８８７７.２４Institute of Physics（IOP）, CAS１９

２６.９％１４８８３.１７６５.５６East China Normal University（ECNU）２０

１.７％１４２８２.０９８０.６９Changchun Institute of Applied Chemistry（CIAC）, CAS２１

４１.８％１１１７７.３８５４.５７Hunan University（HNU）２２

３６.７％１３６７４.６２５４.６０Hong Kong University of Science and Technology（HKUST）２３

０.５％１８６７１.７７７１.３８The University of Hong Kong（HKU）２４

１５.９％１３９７１.７５６１.９０Dalian Institute of Chemical Physics（DICP）, CAS２５

２５.６％１３０７１.２７５６.７５East China University of Science and Technology（ECUST）２６

５７.７％１７０６７.７９４２.９８Xi'an Jiaotong University（XJTU）２７

９.１％１２４６４.９６５９.５４Fujian Institute of Research on the Structure of Matter （FJIRSM）, CAS２８

６０.８％１５８６３.００３９.１８Shandong University（SDU）２９

３３.３％１５４５７.３９４３.０４Huazhong University of Science and Technology （HUST）３０

－ １４.７％９６５２.３６６１.４２Dalian University of Technology（DUT）３１

１.３％１３１５２.１２５１.４４Shanghai Institutes for Biological Sciences（SIBS）, CAS３２

６６.９％１１０５１.６４３０.９４Southeast University（SEU）３３

２７.７％１４４５０.８２３９.８１Beijing Normal University（BNU）３４

５７.９％６７４８.５３３０.７３Northeast Normal University（NENU）３５

３６.４％１５１４６.２３３３.９０Tianjin University（TJU）３６

１２.３％１０７４５.８５４０.８３Tongji University３７

４９.０％９１４５.７９３０.７４South China University of Technology（SCUT）３８

９９.０％７７３９.７３１９.９７Hefei Institutes of Physical Science（HIPS）, CAS３９

３.１％８７３６.７６３５.６６nstitute of Semiconductors（IOS）, CAS４０
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CHANGE IN 
WFC ２０１３-２０１４

AC
２０１４

WFC
２０１４

WFC
２０１３INSTITUTION２０１４

３４.３％５６３５.９３２６.７６Fuzhou University（FZU）４１

－ ９.１％１１０３５.８２３９.３９The Chinese University of Hong Kong（CUHK）４２

－ １７.６％１３２３５.３３４２.９０People's Liberation Army（PLA）４３

－ ８.７％６３３３.０６３６.２２Harbin Institute of Technology（HIT）４４

３０.８％９７３２.３６２４.７４Chinese Academy of Medical Sciences & Peking Union Medical College （CAMS & PUMC）４５

１０.２％７０３２.０８２９.１１Technical Institute of Physics and Chemistry（TIPC）, CAS４６

－ １２.４％７８３１.９７３６.５１City University of Hong Kong（CityU）４７

９３.２％７２３１.８７１６.４９Shanghai University（SHU）４８

５５.９％６５３１.３５２０.１１Beijing Institute of Technology（BIT）４９

２９.４％５０３０.３４２３.４５Beijing University of Chemical Technology（BUCT）５０

７.０％５６２９.３９２７.４８Shanghai Institute of Materia Medica（SIMM）, CAS５１

１１.９％５３２８.８５２５.７９University of Science and Technology Beijing（USTB）５２

１９.４％６５２８.４３２３.８２Shanghai Institute of Ceramics, CAS （SICCAS）５３

－ １４.５％２２９２８.０２３２.７７Institute of High Energy Physics（IHEP）, CAS５４

１１８.２％４０２６.２６１２.０４Northwest University（NWU）５５

２.１％６６２５.９４２５.４０Suzhou Institute of Nano-Tech and Nano-Bionics（SINANO）, CAS５６

２.２％６５２４.５６２４.０３Institute of Theoretical Physics（ITP）, CAS５７

７１.３％５３２３.５８１３.７７Zhengzhou University（ZZU）５８

３２.１％７８２３.３６１７.６８Beihang University（BUAA）５９

４０.７％３７２２.６７１６.１１Southwest University（SWU）６０

３０.７％６７２２.５９１７.２８Central China Normal University（CCNU）６１

－ １１.７％４２２１.３６２４.２０National Center for Nanoscience and Technology（NCNST）, CAS６２

７８.３％４９２１.２５１１.９２Nanjing Tech University（NanjingTech）６３

１９.９％４７２０.６１１７.１９Lanzhou Institute of Chemical Physics（LICP）, CAS６４

?７.０％２３８２０.０８２１.６０National Astronomical Observatories（NAOC）, CAS６５

９４.７％５８１９.８２１０.１８Central South University（CSU）６６

４９.６％５８１９.４８１３.０２Shanghai Institute of Applied Physics（SINAP）, CAS６７

－ ２５.２％５０１９.４０２５.９４The Hong Kong Polytechnic University（PolyU）６８

４.６％５９１９.３６１８.５１Institute of Biophysics（IBP）, CAS６９

４８.１％３４１９.０９１２.９０Chongqing University（CQU）７０

４９.８％２４１９.０６１２.７３Shandong Normal University（SDNU）７１

５３.７％４９１８.４２１１.９８University of Electronic Science and Technology of China （UESTC）７２

－ ２.７％２９１７.７６１８.２６Institute of Metal Research（IMR）, CAS７３

５３.８％２５１７.５１１１.３８Shenzhen Institutes of Advanced Technology（SIAT）, CAS７４

７４.６％２９１７.４３９.９８Kunming Institute of Botany（KIB）, CAS７５

１７.４％４４１７.２０１４.６５China Agricultural University（CAU）７６

１７.２％３８１７.０１１４.５２China University of Geosciences（CUG）７７

１１５.６％４５１６.７１７.７５Nanjing Normal University（NNU）７８

３２.９％３８１６.５１１２.４２Henan Normal University（HTU）７９

１４０.７％４７１６.１４６.７１State Oceanic Administration（SOA）８０
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CHANGE IN 
WFC ２０１３-２０１４

AC
２０１４

WFC
２０１４

WFC
２０１３INSTITUTION２０１４

８６.９％２９１６.０５８.５９Wuhan University of Technology（WUT）８１

１００.０％５４１５.９４７.９７Shanghai Institute of Technical Physics（SITP）, CAS８２

３８.６％３６１５.８０１１.３９Yunnan University（YNU）８３

１２８.７％３５１５.７２６.８７South China Normal University（SCNU）８４

１.４％４０１５.６５１５.４３Institute of Zoology（IOZ）,  CAS８５

１９.６％４０１５.５９１３.０３Ocean University of China（OUC）８６

２０.４％２９１５.５０１２.８７Xiangtan University（XTU）８７

４８.３％５３１５.３４１０.３５Wuhan Institute of Physics and Mathematics（WIPM）, CAS８８

－ １０.９％３０１５.２１１７.０８Shanghai Institute of Microsystem and Information Technology （SIMIT）, CAS８９

１０５.１％５８１４.９１７.２７Nanjing Medical University（NJMU）９０

３５.６％２９１４.６６１０.８２Shanxi University（SXU）９１

?６.７％６３１４.６６１５.７１BGI９２

３４.８％３１１４.３８１０.６７Huazhong Agricultural University（HZAU）９３

１４０.２％２２１４.２３５.９３Changzhou University（CZU）９４

９８.２％３７１４.１７７.１５China University of Petroleum （UPC）９５

６.９％２８１３.７９１２.９０Northwestern Polytechnical University（NPU）９６

５５０.０％２１１３.６６２.１０Northeastern University（NEU）９７

３１.７％３８１３.４３１０.２０Institute of Genetics and Developmental Biology （IGDB）, CAS９８

－ １１.１％２３１３.２８１４.９４Ningbo Institute of Materials Technology and Engineering （NIMTE）, CAS９９

７３.０％２９１３.２７７.６７Beijing University of Technology（BJUT）１００

出所：『観察者』（中国） ２０１５年１２月２２日　原典：『Nature』（英国）２０１５年１２月１７日の「Nature Index 
　　　２０１５ China」より筆者抜粋
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２２学科国家１級学科清華大学１

１５学科国家２級学科

１８学科国家１級学科北京大学２

２５学科国家２級学科

９学科国家１級学科上海交通大学３

１１学科国家２級学科

３学科国家１級学科同済大学４

８学科国家２級学科 

２学科国家１級学科華東師範大学５

５学科国家２級学科

１学科国家１級学科華東理工大学６

７学科国家２級学科

１学科国家１級学科東華大学７

５学科国家２級学科

なし国家１級学科 上海財経大学８

２学科国家２級学科

なし国家１級学科上海外国語大学９

２学科国家２級学科 

なし国家１級学科上海大学１０

４学科国家２級学科

なし国家１級学科華東政法大学１１

１学科国家２級学科

なし国家１級２級学科上海理工大学１２

１学科重点育成学科

なし国家１級学科上海師範大学１３

１学科国家２級学科

８学科国家１級学科中国人民大学１４

８学科国家２級学科 

４学科国家１級学科北京理工大学１５

５学科国家２級学科

２学科国家１級学科北京郵電大学１６

なし国家２級学科

１学科国家１級学科北京化工大学１７

７学科国家２級学科

４学科国家１級学科北京科技大学１８

１２学科国家２級学科

１学科国家１級学科北京林業大学１９

２学科国家２級学科

１学科国家１級学科中国政法大学２０

１０学科国家２級学科

２学科国家１級学科北京交通大学２１

８学科国家２級学科

付表２  国家１級、２級学科に認定された競争力ある９０大学リストとその学科数（順不同）

なし国家１級学科河北電力大学 ２２

２学科国家２級学科

１学科国家１級学科中央財経大学２３

１学科国家２級学科

なし国家１級学科対外経済貿易大学２４

２学科国家２級学科

なし国家１級２級学科中国石油大学２５

１学科重点育成学科

なし国家１級学科西南財経大学２６

４学科国家２級学科

８学科国家１級学科 北京航空航天大学２７

２８学科国家２級学科

なし国家１級学科北京伝媒大学２８

２学科国家２級学科

なし国家１級学科北京外国語大学２９

３学科国家２級学科

６学科国家１級学科南開大学３０

４３学科国家２級学科

７学科国家１級学科天津大学３１

９学科国家２級学科

１学科国家１級学科 燕山大学３２

３学科国家２級学科

４学科国家１級学科大連理工大学３３

６学科国家２級学科

なし国家１級学科中国医科大学３４

５学科国家２級学科

９学科国家１級学科ハルビン工業大学３５

６学科国家２級学科

９学科国家１級学科同大学（威海）

６学科国家２級学科

１学科国家１級学科ハルビン工程大学３６

２学科国家２級学科

８学科国家１級学科南京大学３７

１３学科国家２級学科 

５学科国家１級学科東南大学３８

５学科国家２級学科

１学科国家１級学科中国薬科大学３９

なし国家２級学科

２学科国家１級学科南京航空航天大学４０

１学科国家２級学科

１学科国家１級学科河海大学４１

７学科国家２級学科
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２学科国家１級学科南京理工大学４２

４学科国家２級学科

４学科国家１級学科南京農業大学４３

３学科国家２級学科

なし国家１級学科南京信息工程大学４４

１学科国家２級学科

なし国家１級学科江蘇大学４５

２学科国家２級学科

なし国家１級学科西南大学４６

３学科国家２級学科

１８学科国家１級学科浙江大学４７

２８学科国家２級学科

８学科国家１級学科中国科技大学４８

２４学科国家２級学科

１学科国家１級学科合肥大学４９

２学科国家２級学科

２学科国家１級学科山東大学５０

１４学科国家２級学科

２学科国家１級学科武漢理工大学５１

１学科国家２級学科

５学科国家１級学科武漢大学５２

１７学科国家２級学科

７学科国家１級学科華中科技大学５３

１５学科国家２級学科

２学科国家１級学科湖南大学５４

１４学科国家２級学科

２５学科国家１級学科中南大学５５

４学科国家２級学科

２学科国家１級学科西南交通大学５６

２学科国家２級学科

２学科国家１級学科電子科技大学５７

なし国家２級学科

なし国家１級学科西南政法大学５８

２学科国家２級学科

７学科国家１級学科重慶大学５９

４学科国家２級学科

１学科国家１級学科長安大学６０

５学科国家２級学科

２学科国家１級学科西安電子科技大学６１

６学科国家２級学科

２学科国家１級学科西北工業大学６２

７学科国家２級学科

８学科国家１級学科西安交通大学６３

８学科国家２級学科

２学科国家１級学科中山大学６４

２３学科国家２級学科

なし国家１級学科�南大学６５

３学科国家２級学科

２学科国家１級学科華南理工大学６６

３学科国家２級学科

６学科国家１級学科中国農業大学６７

６学科国家２級学科

３学科国家１級学科東北大学６８

４学科国家２級学科

なし国家１級学科大連海事大学６９

２学科国家２級学科

５学科国家１級学科北京師範大学７０

１１学科国家２級学科

１学科国家１級学科 西北大学７１

４学科国家２級学科

１学科国家１級学科華中農業大学７２

６学科国家２級学科

なし国家１級学科蘭州大学７３

８学科国家２級学科

２学科国家１級学科中国海洋大学 ７４

９学科国家２級学科

１学科国家４級学科江南大学７５

１学科国家２級学科

 なし国家１級学科中央民族大学７６

２学科国家２級学科

１７学科国家１級学科吉林大学 ７７

１５学科国家２級学科

５学科国家１級学科厦門大学７８

９学科国家２級学科

なし国家１級学科南方医科大学７９

３学科国家２級学科

２学科国家１級学科中国地質大学８０

１０学科国家２級学科

５学科国家１級学科 四川大学８１

３８学科国家２級学科

なし国家１級学科瀋陽農業大学８２

１学科国家２級学科

なし国家１級学科太原理工大学８３

１学科国家２級学科



なし国家１級学科 中南財経政法大学８４

４学科国家２級学科

なし国家１級学科華中師範大学８５

８学科国家２級学科

なし国家１級学科 南昌大学８６

１学科国家２級学科

１学科国家１級学科北京体育大学８７

なし国家２級学科 

なし国家１級学科延辺大学８８

１学科国家２級学科

なし国家１級学科西北農林科技大学８９

７学科国家２級学科

なし国家１級学科西安建築科技大学９０

３学科国家２級学科 
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